
夕方の５～７(ゴー　　ナナ)は“魔の時間”
 ～歩行者は反射材等を着用
　　　　　　　ドライバーは早めのライトオン～

愛知県警察本部交通部交通総務課 交通事故対策室

◆10月の日没時刻は、 です。

夕暮れ時は、「歩行者」
「高齢者」「横断中」の
事故が顕著に増加します！

【年末にかけての事故の特徴】
下半期の死傷者推移（P4～P７）

年間を通した月平均
（5年合計÷５年÷12か月）
９月～12月の月平均
（5年合計÷５年÷４か月）
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歩行者

死傷者 40.9人

死者 0.７人

死傷者 60.0人

死者 1.4人

高齢者

死傷者 42.3人

死者 1.0人

死傷者 54.0人

死者 1.6人

横断中事故 死傷者 35.3人

死者 1.2人
死傷者 23.5人

死者 0.6人

反射材等

明るい服装 早めのライト安全確認 交通安全

※5年合計値

【午後6時の歩行者の見え方】２０ｍ先の歩行者にロービーム照射

年末にかけ日没時間が日に日に早まり、歩行者や車両などが見えにくくなる時間帯
が長くなり、事故が多発します。特に10月は、最も交通死亡事故が発生する月（5
年合計76件、年平均15.2件、11月と同数）です。

８月１日 午後６時頃

とおおむね同じ明るさ

10月１日 午後６時頃
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※過去5年（令和元年～令和５年）に愛知県内で発生した事故をもとに作成


